
逆

誇

除

取

小

林

昭

英

王
本
願

た
る

『
大
経
』
「第
十
八
願
」
は
、

「設
我
得
レ仏
、
十
方
衆
生
、
至
レ心
信
楽
欲
レ生
二我
国
肉
乃
至
十
念
、
若
不
レ

生
者
、
不
取
二正
覚
。
唯
除
二五
逆
誹
諺
正
法
殉」
(真
宗
聖
教
全
書

一
-
九
)

と
い
い
、

「唯
五
逆
と
誹
諦
正
法
を
除
く
」
と
本
願
に
規
定
し
、
重
ね
て
「
本
願

成
就
文
」

で
、

「諸
有
衆
生
、
聞
二其
名
号
噛
信
心
歓
喜
、
乃
至
一
念
。
至
心
廻
向
、
願
レ
生
二

彼
国
哨
即
得
二往
生
哨
住
二不
退
転
殉
唯
除
二
五
逆
誹
諺
正
法
殉」
(真
宗
聖
教
全

書
一
-
二
四
)

と
逆
諺

の
二
罪
を
唯
除
す
る
の
で
あ
る
。

本
願

の
十
方
衆
生
救
済
と
い
う
立
場
と
、
唯
除
は
、
本
願
そ
れ
自
体
、

自
己
矛
盾

で
あ
る
か
、
と
い
う
事
で
論
を
す
す
め
た
い
。

『本
典

』
「
信
巻
」
未
で
、

「夫
仏
説
二難
治
機
嚇
『
浬
榮
経
』
言
。
「加
葉
、
世
有
二三
人
哨
其
病
難
治
、
一

諺
大
乗
、
二
五
逆
罪
、
三
一
閾
提
。」
「真
宗
聖
教
全
書
ニ
ー
八
一
)

以
下
は
、
逆
諺
除
取
の
義
を
明
に
さ
れ
、
「
総
序
」
の
文
の
中
に
、

「然
則
、
浄
邦
縁
熟
、
調
達
閲
世
組
ハニ逆
害
引
浄
業
機
彰
釈
迦
章
提
選
二安
養

斯
乃
、
権
化
仁
、
斉
救
二済
苦
悩
群
萌
噛
世
雄
悲
、
正
欲
レ恵
二逆
諺
閲
提
殉」

(真
宗
聖
教
全
書
二
-
一
)

と

『観
経
』
に
よ
つ
て
五
逆
と
諺
法
と
閾
提

の
三
機
が
他
力
に
よ
つ

て
救
済
さ
れ
る
こ
と
を
述
べ
、
『
浬
葉
経
』
の
文
を
引
用
し
、

「是
以
、
今
拠
二大
聖
真
説
州
難
化
三
機
、
難
治
三
病
者
、
愚
二大
悲
弘
誓
引
帰
二

利
他
信
海
嚇
濟
三
辰
斯
一治
、
憐
二欄
斯
一療
。
喩
如
三醍
醐
妙
薬
療
二
一
切
病
嚇

独
世
庶
類
臓
悪
群
生
、
応
三求
念
二金
剛
不
壊
真
心
画
可
三執
持
二本
願
醍
醐
妙

薬
一也
。
応
レ知
。」
(真
宗
聖
教
全
書
二
-
九
七
)

と
結
ん
で
い
る
。

『
浬
繋
経
』
を
引
く
も
の
に
四
文
あ
り
、
曰
現
病
品
文
、
口
梵
行
品
文
、

日
梵
行
品
文
、
四
加
葉
品
文
で
あ
る
。
現
病
品

の
文
は
、
難
化
の
三
機

と
し
て
、
諺
大
乗
と
五
逆
罪
と

一
閲
提
が
あ
り
、

こ
の
三
機
は
極
重
で

あ
り
、
難
治
の
三
病
と
等
し
く
声
聞

・
縁
覚

・
菩
薩

の
法
に
よ
つ
て
で

は
治
療
出
来
な
い
。
如
来
の
願
力
の
み
こ
れ
に
効
く
事
が
出
来
る
。

逆

諺

除

取
 
(
小

林
)
 

二
五

一
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二
五
二

次
に
五
逆
罪
を
犯
し
た
阿
闇
世
が
、
発
心
す
る
の
を
詳
細
に
あ
か
し
、

加
葉
品
は
も
う

一
度
明
か
さ
れ
る
。

親
鷺
は
逆
諺
の
除
取
に
つ
い
て
、
曇
鷺
の

『
論
註
』
八
番
問
答
 
(真

宗
聖
教
全
書
一
-
三
〇
八
)
 と

『
散
善
義
』
(真
宗
聖
教
全
書
一
-
五
五
五
)

と

『
法
事
讃
』
巻
上
 
(真
宗
聖
教
全
書

一
-
五
六
七
)
 の
諸
文
を
引

い
て

説
明
さ
れ

て
い
る
。
『
大
経
』
に
逆
諺
二
罪
を
除
く
の
に
、
『
観
経
』
に

は
五
逆
罪
を
摂
取
し
て
あ
り
、
此
経
に
は
三
機
と
も
摂
取
す
る
理
由
を

あ
か
し

て
あ
る
。
極
重
罪
も
十
念

々
仏
を
信
ず
る
に
よ
り
摂
取
す
る
を

挙
げ
、
難
化

・
難
治
の
三
機
も
救
済
に
も
れ
る
も
の
で
な
い
と
あ
る
。

次
に
、

善
導
の
二
文
を
引
き
、
初
め
に

『
散
善
義
』
(真
宗
聖
教
全
書

一
-
五
五
五
)
 は
摂
取
、
抑
止
の
二
門
に
つ
き
、
二
経
の
除
取
を
分
別
し

て
あ
る
。

図
示
す
れ
ば
、

大
経

五

逆

諺

法

未
造
-
抑

止

観
経

五
逆
-
己

造
-
摂

取

誘
法
-
未

造
-
抑

止

て
凌
ぞ
。

『
法
事
讃
』
巻
上
の

『
諺
法
閲
提
、
廻
心
皆
往
。
』
(真
宗
聖
教
全
書

一

五
六
七
)
の
文
は
廻
心
の
人
に
約
し
、
二
罪
共
に
摂
す
る
こ
と
を
顕

わ

し
て
い
る
。
『
論
註
』
に
逆
諺
除
取
に
つ
い
て
顕
わ
れ
な
い
義
を
開
顕
す

る
た
め
で
あ
る
。

『
散
善
義
』
の
文
を
解
釈
す
る
に
古
来
二
義
あ
る
。

一
義
は
唯
除
の
八
字
は
釈
迦
に
約
す
る
の
で
あ
る
。
善
導
の
疏
釈
中
、

唯
除
等
の
文
を
全
く
引
用
し
て
い
な
い
。
『
玄
義
分
』
(真
宗
聖
教
全
書

一

-
四
五
七
)
、
『
往
生
礼
讃
』
(真
宗
聖
教
全
書

一
-
六
八
三
)
、『
観
念
法
門
』

(真
宗
聖
教
全
書

一
-
六
三
五
)
 等
で
あ
る
。

善
導
と
曇
攣
の
見
解
が
異
り
、
普
導
は
釈
尊

の
添
加
と
と
る
。
『無
量

寿
経
』
の
聴
衆
は
聖
者
で
あ
り
、
『
観
経
』
の
様

に
逆
諺
二
罪
を
犯
す
は

ず
も
な
い
。

よ

つ
て
、
釈
尊
は
こ
れ
ら
の
未
造
の
聖
者
に
対
し
、
二
罪
を
つ
く
つ

て
は
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。
逆
諺
二
罪
を
す
る
と
、
除
外
す
る
と
抑

止
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
『観
経
』
に
於
け
る
阿
闇
世
、
提
婆

の
様
な
五
逆
罪
を
犯
す

も
の
が
あ
り
、
下

々
品
に
於
て
五
逆
摂
取
を
説

か
れ
た
と
す
る
義
で
あ

る
。他

の
義
は
、
唯
除
の
八
字
を
弥
陀
に
約
す
る
の
で
あ
る
。
第
十
入
願

文

の
十
方
衆
生
よ
り
五
逆

・
諺
法
二
罪
の
末
造

の
機
を
取
出
し
、
こ
の

二
罪
を
し
て
は
い
け
な
い
。
も
し
、
行

つ
た
な
ら
除
く
と
抑
止
さ
れ
た

の
あ
る
。

己
造
の
者
に
対
し
、
摂
取
す
る
仏
意
を

『観
経
』
下

々
品
に
開
顕
し
、

五
逆
罪
も
救
う
願
力
で
あ
る
旨
を
説
か
れ
た
と
す
る
で
あ
る
。

択
、
第
十
八
願
文
に
於
て
、
逆
諺
を
唯
除
す
る
の
は
、
道
理
と
し
て

当
然
で
あ
る
。
逆
諺
を
詳
細
に
み
る
と
、
五
逆
と
は
殺
父

・
殺
母

・
殺
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羅
漢

・
破
和
合
僧

・
出
仏
身
血
等
で
あ
り
、
誘
法
と
は
仏
法
を
諺
る
の

み
な
ら
ず
、
心
中
に
善
因
善
果
の
道
を
破
し
、
正
法
を
擾
無
す
る
こ
と

で
あ
る
。

善
導

・
法
然
に
於
て
は
、
何
故
、
第
十
八
願
文
を
引
く
の
に

「
唯
除

五
逆

・
誹
諺
正
法
」
の
文
を
除
か
れ
る
の
か
と
、
私
自
身
疑
問
を
い
だ

く
。親

攣
に
到

つ
て
は
、
省
略
す
る
こ
と
な
く
、
そ
の
ま
ま
第
十
入
願
文

を
引
用
さ
れ
て
い
る
。

唯
除
と
は

『
尊
号
真
像
銘
文
』
に
、

「唯
除
は
た
だ
除
く
と
い
う
こ
と
ば
な
り
、
五
逆
の
つ
み
ぴ
と
を
き
ら
い
、諦

法
の
お
も
き
と
が
を
し
ら
せ
む
と
な
り
。」

引
き
続
き
、

「こ
の
ふ
た
つ
の
つ
み
の
お
も
き
こ
と
を
し
め
し
て
、十
方

一
切
の
衆
生
み
な

も
れ
ず
往
生
す
べ
し
と
し
ら
せ
む
と
な
り
。」(真
宗
聖
教
全
書
二
-
五
六
一
)

と
い
う
親
攣
の
領
解
に
う
な
づ
け
る
。

善
導
は

『
観
経
四
帳
疏
』
「
散
善
義
」
で
、

「此
義
仰
就
二抑
止
門
一解
。
…
…
但
如
来
恐
三其
造
二斯
二
遇
画
方
便
止
言
レ不
レ

得
二往
生
殉
亦
不
二是
不
マ摂
也
。
…
…
若
造
還
摂
得
レ
生
。」
(真
宗
聖
教
全
書

一
-
五
五
五
)

と
い
い
、
五
逆

・
誹
諺
正
法
が
第
十
八
願
か
ら
唯
除
さ
れ
た
の
は
、

彼
等
を
救

い
か
ら
除
外
す
る
た
め
で
な
く
、
そ
の
罪
の
極
重
な
る
こ
と

を
知
ら
せ
逆
諺
に
近
づ
け
さ
せ
な
い
た
め
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
拙
橋

『
日
本
印
度
学
仏
教
学
論
集
』
第
1
8
第1
号
1
2
6
頁

「
悪
人
正
機
説
」
-
法

然
と
親
鶯
-
を

参
照
し
て
頂
け
れ
ば
結
構
か
と

思
う
。

如
来
は
五
逆
、
諺
法
は
無
間
業
で
あ
る
の
で
作

つ
て
は
な
ら
な
い
と

さ
れ
る
の
は
当
然
で
あ
る
。

五
逆

・
諺
法
の
者
も
巳
造
廻
心
す
る
と
救
済
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
抑

止
を
通
し
て
摂
取
す
る
と
い
う
煩
悩
具
足
の
凡
夫
を
対
象
に
起
せ
る
本

願
の
配
慮
で
あ
る
。

『論
註
』
を
引
く
の
は
、
極
重
罪
の
者
も
十
念

々
仏
を
信
ず

る
に
よ

り
、
摂
取
す
る
を
挙
げ
、
難
化
、

難
治

の
三
機
も
救
済
に
も
れ
る
も
の

で
な
い
こ
と
を
明
し
て
あ
る
。

親
攣
は
第
十
八
願
の
如
来
廻
向
の
深
意
に
徹

し
、
又
、
唯
除
逆
諺
の

仏
意
を
探
り
、
救
済
の
極
意
の
信
の
み
と
さ
れ
る
こ
と
こ
と
で
あ
る
。

『
本
典
』
「行
巻
」
で
は
、

「還
二来
生
死
輪
転
家
哨
決
以
二疑
情
一為
二所
止
殉」
(真
宗
聖
教
全
書
二
-
四

六
)

と
あ
り
、
「疑
惑
讃
」
で
も
、

「仏
智
疑
惑
の
つ
み
に
よ
り
、
慨
慢

・
辺
地
に
と
ま
る
な
り
、
疑
惑
の
つ
み
の

ふ
か
き
ゆ
へ
、
年
歳
劫
数
を
ふ
る
と
と
く
」
(真
宗
聖
教
全
書
二
-
五
二
三
)

と
疑
惑
の
恐
し
さ
を
説
い
て
い
る
。

親
攣
は
名
号
を
善
本
と
さ
れ
、
又
諺
法
闘
提
を
罪
悪
の
極
重
な
る
も

の
と
さ
れ
る
こ
と
は
、
仏
教

一
般
に
通
ず
る
も
の
で
あ
る
が
、
殊
に
「疑

逆

諺

除

取
 
(
小

林
)
 

二
五
三
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逆
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二
五
四

惑
讃
」
に
於
て
仏
智
疑
惑
を
非
常
に
重
く
説
い
て
て
い
る
。

「仏
智
う
た
が
ふ
つ
み
ふ
か
し
、
こ
の
心
お
も
ひ
し
る
な
ら
ば
、
く
 ゆ
る
こ

こ
ろ
を
む
ね
と
し
て
、
仏
智
の
不
思
議
を
た
の
む
べ
し
。」
(真
宗
聖
教
全
書

二
-
五
二
五
)

と
説
い
て
い
る
。

十
方
衆
生
を
救
済
し
よ
う
と
誓
わ
れ
た
阿
弥
陀
仏
の
本
願
、
そ
れ
は

凡
夫

の
思
慮
を
絶
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
誓
願
不
思
議
と
い
う
。

『歎
異
砂
』
で
、

「弥
陀
の
誓
願
不
思
議
に
た
す
け
ま
ひ
ら
せ
て
、
往
生
を
ば
と
ぐ
る
な
り
と

信
じ
て
、
念
仏
ま
ふ
さ
ん
と
お
も
ひ
た
つ
こ
こ
ろ
の
お
こ
る
と
き
、
す
な
わ

ち
、
摂
取
不
捨
の
利
益
に
あ
づ
け
し
め
た
ま
ふ
べ
し
。」
(真
宗
聖
教
全
書
二

-
七
七
三
)

と
あ
る
。

本
願
に
唯
除
逆
諺
と
あ
る
の
は
、
い
か
に
逆
諺
が
極
重
で
あ
る
か
を

教
え
、
己
造
し
て
い
た
な
ら
廻
心
を
せ
よ
、
最
も
悪
い
の
は
仏
智
疑
惑

と
し
、
信
心
が
要
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
私
も
全
く
、
こ
の

親
黛

の
考

え
に
同
感
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
親
鷺
に
於
て
は
善
と
は
、
悪
と
は
如
何
か
と
い
う
と
善

と
は
阿
弥
陀
仏
に
順
う
こ
と
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
に
信
順
す
る
こ
と
で

あ
る
。

悪
と
は
阿
弥
陀
仏
に
背
く
こ
と
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
を
疑
惑
す
る
こ

と
で
あ
る
。
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